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放射線災害医療学分野 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

山下俊一・教授 副学長・理事長付特命教授 福島県立医科大学 

山下俊一・教授 監事 日本内分泌学会 

山下俊一・教授 監事 日本甲状腺学会 

山下俊一・教授 学会誌「THYROID」編集委員 アメリカ甲状腺学会 

山下俊一・教授 学会誌「EUROPEAN THYROID JOURNAL」編集

委員 
ヨーロッパ甲状腺学会 

山下俊一・教授 学術顧問 臨床雑誌「内科」（南江堂） 

山下俊一・教授 放射線医学県民健康管理センター副センター長 福島県立医科大学 

山下俊一・教授 福島県放射線健康リスク管理アドバイザー 福島県 

山下俊一・教授 放射線誘発甲状腺疾患と放射線障害における外

科治療研究に関する WHO 協力センター・センタ

ー長 

世界保健機関 

山下俊一・教授 評議員 笹川記念保健協力財団 

山下俊一・教授 理事 BHN テレコム支援協議会 

山下俊一・教授 ヨウ素関連調査研究委員会委員 成長科学協会 

山下俊一・教授 理事 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会 

山下俊一・教授 運営副部会長 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会 

山下俊一・教授 世界アルバート・シュヴァイツァー日本事務局

長 
アルバート・シュヴァイツァー世界医学アカ

デミー 



 

 4 

山下俊一・教授 内閣官房政策調査員 内閣府 

山下俊一・教授 放射線同位元素内用療法検討会委員 放射線医学総合研究所 

山下俊一・教授 第二部会員 日本学術会議 

山下俊一・教授 編集委員 ロシア放射線疫学雑誌「RADIATION & RISK」 

山下俊一・教授 WHO-IHR 外部専門委員 世界保健機関 

山下俊一・教授 科学諮問委員 公益財団法人放射線影響研究所 

山下俊一・教授 評議員 一般社団法人公正研究推進協会 

山下俊一・教授 WHO Public Health Response Guideline 策定委員

会メンバー 
世界保健機関 

鈴木啓司・准教授 評議員 日本放射線影響学会 

鈴木啓司・准教授 編集委員 日本放射線影響学会 

鈴木啓司・准教授 京都大学放射線生物研究センター共同利用委員

会委員 
京都大学 

鈴木啓司・准教授 運営委員会部会委員 広島大学原爆放射線医科学研究所 

鈴木啓司・准教授 編集委員 Genome Integrity 

鈴木啓司・准教授 世話人 放射線影響懇話会 

鈴木啓司・准教授 編集委員 Radiation Research 

鈴木啓司・准教授 評議員 日本癌学会 

鈴木啓司・准教授 福島県「放射線と健康」アドバイザー 福島県「放射線と健康」アドバイザリーグル

ープ 

光武範吏・准教授 編集委員 Journal of the Endocrine Society 

光武範吏・准教授 編集委員 Thyroid Endocrinology, Frontiers in 
Endocrinology 

光武範吏・准教授 国際編集委員 Arquivos Brasileiros de Endocrinologia e 
Metabologia 

光武範吏・准教授 評議員 日本甲状腺学会 

光武範吏・准教授 評議員 日本内分泌学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

山下俊一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
甲状腺発がんと予後決定分子機構の解明 

山下俊一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(A)海外 

国際共同研究による甲状腺がん分子疫学調

査研究 

山下俊一・教授 厚生労働省 代表 地球規模保健課題解決推進のための行政施策

に関する研究事業 
「国際保健政策人材増強のための国内環境

整備施策に関する研究」 

鈴木啓司・准教授 環境省 代表 原子力災害影響調査等事業『放射線の健康影

響に係わる研究調査事業』 
小児期の生活習慣等の低線量放射線発がん

リスクに及ぼす影響とメカニズム解明 

鈴木啓司・准教授 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 
甲状腺初期化細胞を用いた放射線誘発ゲノ
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ム融合分子痕跡検出系樹立の試み 

鈴木啓司・准教授 文部科学省 分担 戦略的原子力共同研究プログラム 
幹細胞のキネティクスから発がんの線量率

効果を紐解く 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
チェルノブイリ小児甲状腺がんにおける

DNA修復関連遺伝子群の分子遺伝疫学研究 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B)海外 
チェルノブイリ周辺国における非放射線誘

発小児・若年者甲状腺がんの分子疫学調査研

究 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 
循環乳癌細胞を用いた DNA 修復能測定系の

樹立：PARP 阻害剤適応決定へのカギ 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(A) 
DNA 修復・損傷応答機構の異常により発症

するゲノム不安定性疾患の分子病態解明研

究 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(A)海外 
ゲノム不安定性を誘発する先天性希少疾患

と小児がんコホートの分子遺伝疫学調査 

光武範吏・准教授 日本医療研究開発機構 分担 ゲノム不安定性を示す難治性遺伝性疾患群

の症例収集とゲノム・分子機能解析による病

態解明研究 

光武範吏・准教授 日本医療研究開発機構 分担 甲状腺未分化癌の標準的治療法の開発に向

けた全国的組織を用いた医師主導臨床試験

の企画 

松瀬美智子・状況 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
TERT は甲状腺癌の予後推測・治療方針決定

のマーカーとなりうるか？ 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（放射線医学） 九州大学 

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（放射線生物学） 京都大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

山下俊一・教授 長崎で「震災に係る食

料問題フォーラム」開

催 

福島民報新聞 

福島民友新聞 

長崎新聞 

2017 年 5 月

14 日 
日本学術会議の「東日本大震災に係る食

料問題フォーラム」が長崎大で行われ、

山下俊一氏は「正しく放射能や放射線を

理解し、社会と向き合う知恵と技術を共

有する必要がある」と述べた。 

山下俊一・教授 被ばく医療支援 世界

に絆 長崎の国際協

力会の活動 25 年 

読売新聞 2017 年 8 月

1 日 
発足 25 年を迎えた「長崎・ヒバクシャ

医療国際協力会（NASHIM）」では 200

人以上の海外の医療関係者を招き、被ば

く医療の人材育成などを行ってきた。東
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京電力福島第一原発事故を機に、若い世

代への教育や国際協力の継承にも努め

る。 

山下俊一・教授 チェルノブイリと比

較 被ばく線量「はる

かに低い」 日本学術

会議、違いを強調 

読売新聞 2017 年 9 月

5 日 
国内の科学者の代表機関「日本学術会

議」は、東京電力福島第一原発事故によ

る子供の放射線被曝の影響を評価する

「報告」を公表した。報告は、被曝線量

がチェルノブイリ事故よりはるかに低

いことや、胎児には影響がないことを強

調。 

山下俊一・教授 長崎大、ロシアの医大

と連携して被ばく医

療専門家を育成 

朝日新聞 

長崎新聞 

読売新聞 

2017 年 9 月

13 日 
長崎大は、ロシア国立メチニコフ北西医

科大などと連携して、国際的な被ばく医

療の専門家の育成に取り組むと発表。山

下俊一理事は会見で「被ばく医療の専門

家は世界的に不足している。放射線災害

が起きた際にしっかりリスクを評価で

きる人材をいち早くつくりたい」と語っ

た。 

山下俊一・教授 学長特別補佐に山下

氏 長崎大が新体制人

事 

長崎新聞 2017 年 9 月

29 日 
10 月 1 日付の新体制人事として、学長

特別補佐（福島復興・原子力災害担当）

に山下俊一理事が新たに就任する。 

山下俊一・教授 17 年度に西日本文化

賞受賞者「放射線災害

に向き合う」 

西日本新聞 2017 年 10
月 30 日 

長崎大学長特別補佐 山下俊一さん「放

射線災害は長期戦。医療の枠組みを超え

て復興を応援していきたい」 

山下俊一・教授 西日本文化賞贈呈 西日本新聞 2017 年 11
月 4 日 

第 76 回西日本文化賞 学術文化部門の

受賞者である長崎大学学長特別補佐・山

下俊一さんは、放射線被ばくによる甲状

腺がんを研究し、放射線災害医療学を確

立、発展させた。 

光武範吏・准教授 BS 1 スペシャル「原発

事故 7 年目 甲状腺検

査はいま」 

NHK ドキュメ

ンタリー 
2017 年 11
月 26 日 

福島第一原発事故後、相次いで見つかる

子どもの甲状腺がん。専門家は、チェル

ノブイリとの比較などから「放射線影響

は考えにくい」と報告。「過剰診断」の

可能性が指摘されている。 

 

○特筆すべき事項 
①山下俊一・教授：第 76 回 西日本文化賞（学術文化部門）受賞 
②光武範吏・准教授：日本甲状腺学会 第 9 回 日本甲状腺学会 コスミック・研究創成賞最優秀賞 受賞 

受賞演題「TERT プロモーター変異のクローナリティ：穿刺吸引細胞診における検出率についての検討」 


